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「生徒指導論」における授業改善の取り組み 
城 戸 申 一 
A trial for the improvement of lectures on teacher training  











〃 ② 学習指導要領等を通して生徒指導の在り方を理解する 
〃 ③ 生徒指導の現状等を通して集団や個々の生徒への指導の在り方等を理解する 
〃 ④ 素晴らしい先輩教師の実践を学び、自己の実践の参考とする 
〃 ⑤ 教育相談の意義や方法を学び、カウンセリングマインドを持つ教師を目指す 
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学生が自分なりの意見や信念等を確立させることができたか否かを成果として確認していきたい。 
２ 授業のサブテーマの内容及び到達目標 































































































































































































































































11 第15号 同上 




































⑤ 全体指導と個別指導 クラスをまとめられるのか、全体指導と個別指導の区別はどうしたらいいか。 
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表４ 
＊実際の類別表から一部分を抜粋したものである 













































































































































































表５ 授業評価アンケート調査結果（履修者数27人、回答者数27人 ５段階評価） 
事前学習・事後学習についての説明は十分でしたか 4.9 
事前学習・事後学習の課題は授業に有効でしたか 4.7 
授業は『講義概要（シラバス）』に沿って実施されましたか 4.8 
授業で、先生の熱意や意欲は感じられましたか 4.9 
先生は、授業を分かりやすくする工夫をしていましたか 4.9 
質問した時に、適切に答えてもらいましたか 4.8 
授業中は勉強に集中できる雰囲気でしたか 4.9 
全体として、この授業は有意義でしたか 4.9 
 
 今後の改善課題としては、従前の講義中心の授業から一歩前進して、アクティブラーニングに
連結するような授業を心がけていくべきであろう。そのための計画としては、授業内容を精選し、
学生による発表の場を設ける機会を増やすなどして、表５中の評価の低い「事前学習・事後学習
の課題」としてレポートを課す方法を研究したり、学生の質問の機会を増やすことによって、適
切な回答を含む学生とのコミュニケ―ションの深化を図る予定である。 
 また交換日誌・通信に関しては、「先生になったときも役立ちそうです。」「ずっと保管しておき
たい。」「次の学年にも通信を出してほしい。」などという感想をいただき、改良を加えながら今後
も続けたいと思っている。 
